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自
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根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は
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り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 2 年 4 月 1 日 令和 2 年 4 月 1 日

民
踊
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

艶
や
か
に
、
興
を
盛
り
上
げ
。

祖
霊
殿
に
心
尽
し
の
献
饌
が
な

さ
れ
、
ご
招
霊
な
さ
る
祭
主
様

全員参加の新ゲーム、
皆さん真剣に「あっ」そして笑！

ご本殿で総会後の記念写真

婦人会会長の代表玉串に合わせ、
　　　一同列拝の参加会員の皆さん。

祖先霊大祭、ご教話なさる本部長様

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
中
―
春
之
祖
先
霊
大
祭

　
ご
教
話
「
信
仰
生
活
の
実
践
が
大
切
」

（3月20日）

お
知
ら
せ

春
之
大
祭
時
の『
神
輿
巡
行
』

　
ご
神
示
に
よ
り『
中
止
』と
い
た
し
ま
す
。

祭
典
・
総
会
は
厳
粛
に
、

　
直
会
は
、
楽
し
く
賑
や
か
に

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の 

愛
教
婦
人
会
総
会

こ
れ
、
力
な
き
因
果
な
り
」

と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
能
を
大
成
さ
れ
た

世
阿
弥
が
遺
さ
れ
た
言
葉
で
、

『
風
姿
花
伝
』
と
い
う
書
物
に

収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
か
り
易
く
要
約
し
ま
す

と
、「
良
い
時
も
あ
れ
ば
悪
い

時
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
こ
ま
で
軽
い
一
般
論
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
、
能
役
者
が
、
誠
の

花
を
咲
か
せ
る
為
の
口
伝
で
も

あ
り
、
我
々
が
人
生
を
歩
ん
で

い
く
上
で
も
、
非
常
に
大
切
な

教
訓
に
な
る
言
葉
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

　

ど
な
た
も
が
、
一
生
の
間
、

最
高
の
幸
運
だ
け
に
恵
ま
れ
る

な
ん
て
思
わ
れ
て
い
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
人
生
は
山
あ
り
谷

あ
り
、
努
力
は
報
わ
れ
た
い
と

考
え
ま
す
が
、逆
境
に
立
て
ば
、

心
痛
め
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
手
立
て

を
尽
く
し
て
も
、
ど
れ
程
努
力

し
て
も
、
ど
こ
ま
で
準
備
し
て

も
、
時
に
は
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
の
が
、
人
生
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

信
仰
生
活
心
得
の
十
九
番
目

に
、「
何
事
も
、
神
意
の
示
現

と
心
得
て
、
思
い
過
ご
し
、
心

配
、
悲
観
を
せ
ぬ
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

思
う
よ
う
に
事
が
進
ま
な
い

時
も
、
悲
観
ば
か
り
さ
れ
る
の

　

三
月
七
日（
土
）愛
教
婦
人
会

総
会
を
、
素
晴
ら
し
い
天
候

の
元
、
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

教
会
長
様
の
祭
主
に
よ
り
祭

典
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
岸
田

啓
子
、
柴
垣
吉
惠
両
副
会
長
の

司
会
進
行
で
、総
会
が
始
ま
り
、

山
本
多
惠
子
会
長
の
挨
拶
で
、

幼
い
頃
お
母
様
に
連
れ
ら
れ
参

加
し
た
思
い
出
、
お
母
様
と
亡

き
祖
母
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か

ら
の
婦
人
会
を
、
皆
様
と
一
緒

に
魅
力
あ
る
婦
人
会
を
、
笑
顔

で
明
る
く
教
会
の
為
の
ご
奉
仕

で
は
な
く
、
時
に
は
淡
々
と

日
々
を
過
ご
す
。
又
冷
静
に
、

現
状
に
上
手
く
順
応
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
心
持
ち
を
育
ん

で
頂
く
の
も
、
大
神
様
の
御
神

威
、
ご
祖
先
の
ご
守
護
、
又
、

日
々
の
信
仰
の
賜
物
で
は
な
い

か
と
存
じ
ま
す
。

を
さ
せ
て
頂
く
事
を
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、山
田
麻
里
子
、

伊
丹
直
子
両
書
記
よ
り
活
動
報

告
を
、
中
谷
欣
子
、
柴
垣
裕
子

両
会
計
よ
り
会
計
報
告
を
さ

れ
、
皆
様
の
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
八
十
五
歳
以
上
の

方
へ
、
会
長
手
作
り
の
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
先
輩
方
の

元
気
で
素
敵
な
姿
に
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
の
撮
影
が
終
わ

り
、場
所
を
修
行
殿
に
移
動
し
、

教
父
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
の

後
、直
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
弁
当
、
手
作
り
味
噌
汁
、

フ
ル
ー
ツ
（
苺
は
柳
田
雅
子
様

か
ら
）
を
頂
き
な
が
ら
、
民
踊

ク
ラ
ブ
（
田
尻
清
子
、
内
池
珠

美
、
白
井
京
子
、
岸
田
悌
子
さ

ん
）
に
よ
る
「
千
本
桜
」
と
言

う
リ
ズ
ム
の
速
い
踊
り
も
見
事

に
踊
ら
れ
、拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
手
作
り
の
輪
投
げ

大
会
、
大
皿
転
が
し
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
、
ど
れ
も
全

員
の
方
の
参
加
で
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
恒
例
の
抽
選
会
で

素
敵
な
賞
品
を
手
に
さ
れ
、
喜

ん
で
頂
け
た
よ
う
で
す
。

　

若
奥
様
の
万
歳
三
唱
で
、
皆

様
の
ご
協
力
で
無
事
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
皆
様
に
元
気

に
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

愛
教
婦
人
会

　
　
　
　
　

書
記　

伊
丹
直
子

　

本
日
は
、春
之
祖
先
霊
大
祭
、

よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し

た
。
巷
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
大
騒
ぎ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
様
な
お
出
ま
し
に
く
い
中

を
、
熱
心
に
ご
参
拝
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
お
疲
れ
様
で
御
座
い

ま
す
。

　

今
日
、
春
分
の
佳
き
日
。
春

う
ら
ら
か
な
天
候
を
授
け
て
頂

き
、
教
信
徒
の
皆
様
が
一
堂
に

会
し
、
祖
先
大
祭
が
ご
奉
仕
出

来
ま
す
の
も
、
大
神
様
の
御
神

威
、
各
家
ご
祖
先
の
ご
守
護
、

そ
し
て
教
信
徒
皆
様
の
信
仰
の

賜
物
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

祖
先
祀
り
の
大
切
さ
は
、
充

分
ご
理
解
頂
い
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
今
日
こ
こ
に
ご
参
集
頂
い

て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
ご
祖
先
の
御
霊
と

同
じ
時
間
、
同
じ
空
間
を
過
ご

す
。
ま
さ
に
、
そ
こ
に
更
な
る

ご
祖
先
の
ご
守
護
が
頂
け
る
も

の
で
御
座
居
ま
す
。

　

扨
、
二
月
三
月
は
暖
か
く
な

っ
た
り
又
冷
え
込
ん
だ
り
と
、

中
々
気
候
が
不
順
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
様
な
影
響
も
あ
っ
て

か
、
教
え
の
友
垣
の
訃
報
に
も

接
し
、
寂
し
い
思
い
も
致
し
ま

し
た
。

　

実
は
昨
日
、
町
の
会
合
に
出

席
致
し
ま
し
た
。
や
は
り
町
会

で
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
割
と

元
気
だ
っ
た
方
が
急
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
合
の
冒

頭
に
は
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

人
の
死
を
悼
む
、
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
大
切
な
行
為
で
あ

る
と
、
昨
日
改
め
て
確
認
致
し

た
次
第
で
す
。

　

皆
様
も
「
黙
祷
」
の
経
験
、

又
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
お
あ
り

か
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
本
意
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

黙
祷
と
は
、
例
え
ば
大
勢
の

人
が
居
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宗
旨
が
異
な
る
、
或
い
は
様
々

な
立
場
の
人
が
居
る
時
に
、

共
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
為
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

即
ち
、
葬
儀
を
教
会
の
様
に

神
式
で
行
う
、
又
は
仏
式
で
行

う
、
と
い
う
風
に
定
ま
っ
て
い

る
場
合
、
黙
祷
を
行
う
必
要
は

実
は
無
い
の
で
す
。

　

扨
、
皆
様
は
神
道
、
寶
生
教

を
信
仰
な
さ
れ
、
本
日
の
様
に

ご
祖
先
の
御
霊
を
ご
慰
霊
申
し

上
げ
る
。
こ
れ
が
如
何
に
大
切

な
事
な
の
か
。

　

そ
し
て
以
前
も
申
し
上
げ
た

様
に
、
ご
祖
先
と
こ
の
世
に
残

る
我
々
の
両
方
が
存
在
し
て
こ

そ
、
祖
先
祀
り
が
出
来
得
る
訳

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に

有
り
難
い
事
な
の
で
す
。

　

ご
祖
先
の
大
切
さ
、
祖
先
祀

り
の
大
切
さ
は
、
と
も
す
れ
ば

現
代
を
生
き
る
若
い
方
々
に
は

ピ
ン
と
来
な
い
こ
と
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
世
の
中
は
、
目
に

見
え
な
い
も
の
に
こ
そ
、
大
き

な
価
値
が
あ
る
様
で
す
。
祖
先

を
敬
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

世
に
命
が
誕
生
し
て
以
来
、

延
々
と
続
く
、
命
の
連
続
の
表

現
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
す
れ
ば
こ
そ
、
大
き
な
ご
守

護
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で

御
座
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
松
尾

芭
蕉
と
い
う
俳
諧
師
を
ご
存
知

か
と
思
い
ま
す
。
芭
蕉
の
遺
し

た
『
三
冊
子
』
と
い
う
俳
句
の

指
南
書
と
も
云
え
る
書
物
の
中

に
、次
の
言
葉
が
御
座
い
ま
す
。

　
「
俳
諧
は
教
え
て
な
ら
ざ
る

処
有
。
能
通
る
に
有
。」

　

俳
句
と
い
う
の
は
、
口
で
教

え
て
も
中
々
上
手
に
な
ら
な

い
。
本
人
が
と
に
か
く
経
験
を

積
ん
で
、
た
く
さ
ん
詠
む
べ
き

だ
、と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

　

信
仰
に
も
当
て
は
ま
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
る
の
も
、

話
を
聞
か
せ
て
伝
え
る
事
も
大

切
で
す
が
、
や
は
り
本
人
に
も

信
仰
生
活
を
実
践
さ
せ
る
。
そ

う
し
て
初
め
て
気
付
く
こ
と
も

あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
様
に
考
え
ま
す
と
、
教

え
て
簡
単
に
身
に
付
く
も
の
で

は
無
い
の
が
信
仰
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
に
、

一
日
で
も
、
一
秒
で
も
早
く
気

付
か
せ
て
頂
く
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
更
な
る
大

き
な
徳
が
積
ま
れ
、
心
豊
か
な

生
活
が
送
れ
る
も
の
で
御
座
居

ま
す
。

　

教
信
徒
皆
様
が
よ
く
ご
祖
先

に
お
仕
え
に
な
り
、
大
き
な
ご

守
護
を
賜
ら
れ
、
益
々
、
自
家

成
立
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
致
し
て
居
り
ま
す
。

　

又
、
本
日
の
祖
先
大
祭
斎
行

に
あ
た
り
、
総
代
様
始
め
各
役

員
の
皆
様
、
わ
け
て
婦
人
会
の

皆
様
に
は
数
日
来
の
お
餅
つ
き

の
ご
奉
仕
、
又
宝
寿
会
、
有
志

の
皆
様
に
は
玉
串
謹
製
の
ご
奉

仕
、誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

教
　
会
　
行
　
事

四
月　

一
日（
水
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

五
日（
日
）　

御
本
宮
春
之
大
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
水
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
木
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
一
日（
土
）　

大
祭
準
備
　
　
　　
　

午
前
九
時

　
　

十
二
日（
日
）　

春
之
例
大
祭
　
　　
　

午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
輿
巡
行
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。）

　
　

十
五
日（
水
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
八
日（
土
）　

米
子
地
区
敬
和
会

　
　

二
五
日（
土
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
六
日（
日
）　

養
老
教
会
春
之
大
祭　

午
前
十
時
半

　
　

二
九
日（
祝
）　

西
播
教
会
春
之
大
祭　

午
前
十
時
半

五
月　

一
日（
金
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

三
日（
祝
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
金
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
土
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

さ
ん
ぞ
う
し

と
こ
ろ
あ
り

よ
く

あ
り



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  4 月号 令和 2 年 4 月 1 日 4 月号　（２）令和 2 年 4 月 1 日（494号） （494号）

「
定
例
信
徒
総
会
開
催
」―
新
役
員
発
表

　
　
　
勇
退
者
へ
感
謝
状
、
称
号
の
授
与

慰
霊
の
大
切
さ
は
世
界
共
通

ご教話

月並祭
（3月1日）

若
者
の
投
書
欄

　

産
経
新
聞「
ひ
こ
ば
え
ク
ラ
ブ
」よ
り

ご教話

教祖祭
（3月9日）

御
奉
仕
者
等
の
顕
彰

　

三
月
二
十
日
、
春
之
祖
先
霊

大
祭
、
祭
典
に
引
続
き
定
例
の

信
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
総
代
の
議
長
の
も
と
、

令
和
元
年
度
の
教
務
報
告
、
並

び
に
教
会
会
計
報
告
が
な
さ

れ
、
一
同
の
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
役
員
改
選
期

に
当
た
り
、
ご
勇
退
の
方
々
へ

感
謝
状
・
記
念
品
、
ま
た
名
誉

役
員
等
の
称
号
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、
次
い
で
新
役
員
の
方
々
の

お
名
前
が
発
表
さ
れ
、
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
る
方
、

並
び
に
新
役
員
の
方
々
は
、
次

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。
巷
で
は

相
変
わ
ら
ず
新
型
ウ
イ
ル
ス
の

話
題
で
持
ち
切
り
で
す
が
、
よ

う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
産
経
新
聞
の
「
ひ
こ

ば
え
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
、
割
と

若
い
方
の
投
書
を
掲
載
し
て
い

る
欄
に
、
面
白
い
記
事
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
て
お

話
に
変
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

最
初
は
十
三
歳
の
男
子
中
学

生
の
投
書
で
、
タ
イ
ト
ル
は
、

「
バ
ズ
る
た
め
に
タ
ピ
る
か
も
」

と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
さ
て
、
タ
ピ
オ
カ
を
入
れ

た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
な
ど
を
飲
む

こ
と
を
指
す
『
タ
ピ
る
』。

　

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
つ
く

ら
れ
た
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
の
愛

称
『
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
ク
レ

ー
タ
ー
』。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら
は
、
新

し
い
言
葉
が
次
々
飛
び
出
し
て

く
る
。

　

し
か
し
、
流
行
に
鈍
感
な
私

は
意
味
が
分
か
ら
ず
、
日
常
生

活
で
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ

　

信
徒
総
会
議
事
に
続
き
、
恒

例
の
日
々
の
教
会
清
掃
、
各
祭

典
玉
串
の
調
整
、
並
び
に
篤
信

的
な
日
参
等
の
顕
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

く
あ
る
。

　

小
学
六
年
生
の
あ
る
日
、
授

業
を
受
け
て
い
る
と
生
徒
と
教

師
の
間
を
、
あ
る
言
葉
が
飛
び

交
っ
た
。

　
『
バ
ズ
る
』
と
い
う
言
葉
だ
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
、
口
コ
ミ
な
ど

を
通
し
て
話
題
に
な
る
、
と
い

う
意
味
。

　

授
業
中
で
友
人
に
聞
け
ず
、

検
索
も
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、

会
話
が
理
解
で
き
な
く
て
混
乱

し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
流
行
が
私
の

悩
み
の
種
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
は

逆
ら
え
な
い
。

　

い
つ
か
私
に
も
、『
バ
ズ
る
』

た
め
に
『
タ
ピ
る
』
こ
と
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。」

と
い
う
文
章
で
す
。

　

も
う
一
つ
も
十
五
歳
の
方
。

タ
イ
ト
ル
は
「
国
民
守
る
の
が

代
表
者
の
責
務
」。

　
「
も
う
す
ぐ
中
学
校
を
卒
業

す
る
。
そ
ん
な
時
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
為
に
、
中
学
校
が
休

校
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
と
て
も

辛
く
て
悲
し
い
こ
と
だ
。

　

政
府
が
全
国
の
小
中
高
な
ど

に
休
校
を
要
請
す
る
。
こ
れ
は

よ
い
判
断
な
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
疑
問
も
残
る
。

　

休
校
に
よ
っ
て
自
由
な
時
間

が
増
え
た
子
供
た
ち
は
、
混
雑

し
て
い
る
場
所
に
外
出
し
た

り
、
遠
出
を
し
た
り
す
る
こ
と

　

皆
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
巷
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
学
校
や
様
々
な
行
事

が
自
粛
ム
ー
ド
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
様
な
中
を
、
早
朝
よ
り
よ

う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
養
老
教
会
の
皆
様
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
養
老
な
ど
の
田
舎
の
方
で

は
、
地
域
の
繋
が
り
、
近
所
付

き
合
い
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
殆
ど
の
方

が
家
族
葬
を
さ
れ
る
の
で
、
ご

も
出
来
て
し
ま
う
。

　

そ
う
す
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
う

危
険
性
は
、
高
ま
る
の
で
は
な

い
か
。

　

働
く
為
に
外
出
し
て
い
る
大

人
と
子
供
が
接
触
す
る
場
合
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、休
校
を『
要

請
』
と
い
う
曖
昧
な
判
断
に
は

首
を
か
し
げ
る
。

　

何
故
誰
も
責
任
を
取
っ
て
く

れ
な
い
の
か
。
国
の
代
表
者
は

し
っ
か
り
と
し
た
判
断
を
し
、

指
示
を
出
し
て
、
国
民
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

こ
れ
以
上
、
悪
い
方
向
に
進

ん
で
い
か
な
い
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。」

　

更
に
、「
健
康
第
一
、
食
品

成
分
表
に
夢
中
」
と
い
う
。
十

三
歳
の
中
学
生
の
投
書
。

　
「
家
庭
科
の
授
業
で
、
食
品

成
分
表
に
つ
い
て
習
い
ま
し

た
。
様
々
な
食
品
の
、
栄
養
素

の
量
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

家
に
帰
っ
て
改
め
て
そ
れ
を

読
み
、
色
々
調
べ
る
と
、
恐
ろ

し
い
こ
と
が
解
っ
た
の
で
す
。

　

自
分
が
間
食
と
し
て
よ
く
食

べ
て
い
た
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
合
計
す
る
と
、
先
生
が
仰
っ

て
い
た
間
食
の
目
安
、
二
〇
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
内
を
、
大
き

く
上
回
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

危
惧
し
、
そ
れ
以
来
、
間
食
は

栄
養
素
が
豊
富
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
控
え
め
な
も
の
を
出
来
る

だ
け
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
身
近
な
食
品

や
野
菜
な
ど
の
情
報
も
載
っ
て

お
り
、
家
だ
け
で
な
く
学
校
に

も
持
参
す
る
ほ
ど
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
ま
で
あ
ま
り
見
な
か
っ
た

食
品
の
包
装
紙
に
記
載
さ
れ
て

い
る
原
材
料
名
も
確
認
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
食
生
活
は
食
品
成
分
表

に
よ
り
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

近
所
だ
け
で
な
く
、
親
戚
同
士

で
す
ら
、
葬
儀
が
済
ん
で
か
ら

実
は
亡
く
な
っ
た
と
聞
く
こ
と

も
あ
り
、
大
変
さ
み
し
い
思
い

を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の

が
現
状
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
は
、
今
、

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
よ
り
、
余
程
、
末
恐

ろ
し
い
問
題
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

扨
、皆
様
は
『
リ
メ
ン
バ
ー
・

ミ
ー
』
と
い
う
映
画
作
品
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
の
作
品
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

ア
ニ
メ
映
画
で
、「
祖
先
と
家

族
の
愛
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
台
は
メ
キ
シ
コ
。
お
そ
ら

く
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
死
生

観
を
表
現
し
て
い
る
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
々
は
、
死
者

の
国
へ
旅
立
た
れ
ま
す
。
そ
し

て
年
に
一
度
、
祖
先
が
家
族
に

会
い
に
や
っ
て
来
る
と
い
う

「
死
者
の
日
」
と
い
う
日
が
あ

り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
様
に
、日
本
で
は
、

正
月
、
春
秋
の
お
彼
岸
、
お
盆

の
年
に
四
回
、
ご
祖
先
が
そ
れ

ぞ
れ
の
お
家
に
帰
っ
て
こ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
様
な
日
に
あ
た
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
物
語
で
は
、
そ
の
『
死

者
の
日
』
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
花
び
ら
で
、
あ
の
世
と
こ
の

世
を
繋
ぐ
橋
が
出
来
ま
す
。

　

そ
の
橋
を
渡
っ
て
亡
く
な
っ

た
御
霊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
祀
ら
れ

て
い
る
祭
壇
や
お
墓
に
帰
っ
て

き
て
、子
孫
と
共
に
同
じ
時
間
、

空
間
を
過
ご
し
、
お
供
え
物
を

あ
の
世
に
持
っ
て
帰
る
、
と
い

う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
亡
く
な
っ
た
御
霊
が

こ
の
世
へ
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の

に
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
こ
の
世
で
祭
壇
に
写
真

を
飾
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
祭
壇
に
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
な
い
人
は
死
者
の
国
か

ら
出
ら
れ
な
い
と
い
う
お
話
な

の
で
す
。

　

尚
且
つ
、
そ
の
人
た
ち
は
、

死
者
の
国
で
再
び
死
を
迎
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
世
の
人
た

ち
か
ら
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
御
霊
は
消
滅
し
て
し

ま
う
、
と
い
う
表
現
が
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

神
道
で
は
、
こ
の
世
の
人
に

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
御
霊
は

禍
津
神
と
な
っ
て
、
様
々
な
禍

事
、
災
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

そ
し
て
主
人
公
の
少
年
は
、

亡
く
な
っ
た
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
御
霊
が
こ
の
世
に
帰
っ
て

来
ら
れ
ず
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る

と
知
り
、
何
と
か
救
い
出
す
べ

く
動
き
出
す
と
い
う
物
語
な
の

で
す
。

　

そ
の
様
な
表
現
方
法
を
観
ま

し
て
、日
本
の
祖
先
の
在
り
方
、

祀
り
方
と
よ
く
似
て
い
る
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　

殊
に
教
会
で
は
、
春
と
秋
の

お
彼
岸
、
祖
先
大
祭
を
斎
行
致

し
ま
す
し
、
各
家
で
も
祖
先
祭

を
お
仕
え
頂
い
て
い
る
訳
で
す
。

　

亡
く
な
っ
た
御
霊
を
お
祀
り

し
、
ご
慰
霊
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
世
界
中
ど
こ
の
国
で
も
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
し
、
そ

の
捉
え
方
は
、
大
き
く
変
わ
ら

な
い
の
か
な
と
、
感
じ
た
次
第

で
す
。

　

や
は
り
、
こ
の
世
の
私
達
が

し
っ
か
り
と
ご
祖
先
を
慰
霊

し
、
感
謝
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

よ
と
い
う
所
作
が
、
日
々
の
お

参
り
や
お
墓
参
り
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
か
に
ご
祖
先
を
お
祀
り
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
ご
祖
先
の

ご
守
護
に
感
謝
申
し
上
げ
る
こ

と
が
大
切
か
は
今
更
申
し
上
げ

る
ま
で
も
無
い
こ
と
で
す
が
、

ま
さ
に
、
そ
の
様
な
テ
ー
マ
の

映
画
を
観
ま
し
た
の
で
、
お
話

し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

「
い
か
に
す
れ
ど
も
、
能
に
も

良
き
時
あ
れ
ば
、
必
ず
、
悪
き

こ
と
、
ま
た
あ
る
べ
し
。
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